
日時｜2025年9月28日（日）
場所｜烏山区民センター３階集会室

●未来図を描くためには、まず、街のどこが変わってどこが変わらないかを知ることが大事だ。
●駅周辺の駐輪を減らすため、地域内を周遊するコミュニティバスを通してはどうか。京王線の
北側と南側、それぞれ周遊ルートがあると良い。
●駐輪場は、駅の東西南北全ての住民が使いやすいように分散してあると良い。
●通勤通学用は駐輪場を、買い物用は店舗前駐輪スペースと利用が分かれると良い。また、買い
物時の一時利用の駐輪のルールを決め、みんなが守るようする。

３ 交通環境

まち歩きの成果   まち全体に対する提案

●失われる商店に代わる居場所を道路や広場の周りに作ってほしい。
●道路に面する店にはテラスやショーウインドウ。
●街中に座れる場所やベンチをいろいろな形でつくる

２ 公共施設

●ふだんから防災に関する情報をアナログで共有できるような掲示板などを設置したい。
●今回のようなまち歩きをつうじて、防災の課題や資源を発見することができた。こうした取組を
防火水槽を発見選手権のように楽しくまち歩きするなど、地域で実践できると良い。
●賃貸住宅や民間マンションなど防災設備は整っているが、カギのありかや防災管理者、要支援者
などの情報を共有する。
●飲用水やトイレは公共施設や地域ではまかないきれない。各自での備蓄も必要だと周知が必要。

６ 防災

●まち全体で共通のイベントを開催。
●休憩できる喫茶店が増えてほしい（ニーズはある！）
●ミストや子ども広場を導入し暑さを凌げる書店街にしたい。
●再開発で退去するテナントがちとからで継続できるとよい。
●自転車・車・人の動線を整理し、フレンドリーな街へ。
●ペットが過ごしやすいまちへ。
●お店紹介マップ（隠れ家的な店）は人気がある。
●レンタルスペース（南口）、軒下ショップ（北口）はとても有効。

１ 商店街 イベント

●一人でもちょっと寄り道できる場があるといい。（日曜や平日夜でも開いていてノンアルでも
過ごせる）
●まちの見どころや夜でもふらっと寄る場がわかるMAPがあるといい。

４ コミュニテイ

●緑や土を増やし都市を冷やしたい。それによって様々な効果に繋げられる。例えば、①緑、土、
座れる場所を増やす②旬を感じられる植物、食べ物など植える③それらの手入れをする④シルバー
人材などの雇用を生む⑤緑に癒される⑥健康になる⑦医療費が減る
●建物をつくる時は条例によって緑化をするので、道路や駅前広場にも緑化の条例をつくってはど
うか。
●ヨーロッパでは、よい都市のあり方として「緑陰率」が広まってきている。これを導入してはど
うか。

５ 住宅・みどり

開催概要

プログラム

❶開会の挨拶

❷まち歩き

❸ガリバーマップづくり

❹ガリバーマップの読み合わせと意見交換

❺閉会の挨拶

❷まち歩き

❸ガリバーマップづくり

❹ガリバーマップの読み合わせと意見交換

ガリバーマップを前に、各グループの提案・
課題の発表を行い、それに対して会場の皆さ
まと意見交換を行いました。

ガリバーマップになった気分で街
を俯瞰し、課題や提案をマップに
貼り付けていきます。

６つのグループに分かれて、課題
や夢を話し合いながら駅周辺を歩
いて、確認、発見しました。
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まち歩き成果～「道路」に対する提案～

●建替えの際に、東西を結ぶ通路を設けると便利になる ●交差点部の安全を確保 ●細街路が多い
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駅前広場

まち歩き成果～「都市計画等」に対する提案～
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まち歩き成果～「公共施設」に対する提案～
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